
NGO-JICA 協議会「開発教育／国際理解教育に係る連携強化のための会議 in 東北」 

出張サービス報告書 

 
実施団体：IVY／開発教育協会（DEAR） 
日時：2013 年 2 月 16 日（土）16：00～18：00  
場所：JICA 東北（宮城県仙台市青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生命タワービル 15階） 

事業名：NGO-JICA 協議会「開発教育／国際理解教育に係る連携強化のための会議」 

主催団体：NGO-JICA 協議会「開発教育／国際理解教育に係る連携強化のための会議」窓口、JICA 地球ひ

ろば、（特活）開発教育協会 

 

実施内容：分科会における意見交換、情報共有 
 昨年、NGO-JICA 協議会のなかに、「開発教育／国際理解教育に係る連携強化のための分科会」が設置

され、NGO-JICA 間の開発教育／国際理解教育に係る連携強化を図るための話し合いが行われた。今年

度も引き続き、連携強化のための話し合いを続けるために、JICA 側の窓口を JICA 地球ひろばが、NGO
側の窓口を開発教育協会が担うこととなった。本会議では東北地域における、NGO と JICA の連携強化

を図る具体的な方策や、地域の団体の意見・経験等が反映されるしくみづくりについて、NGO と JICA
の関係者間で情報共有や意見交換をおこなった。東北で開催することから、東北地方の相談員である IVY
も協力して行った。 
所感および効果： 

JICA 側は JICA 東北支部市民参加協力課の職員や東北地方の国際協力推進員など 10 名、NGO 側も東

北地方を中心に 8 名が参加し、それぞれの活動の報告や JICA との連携の実績、課題、提案等を出し合

い、JICA 側も NGO 側から出た提案や質問にこたえたり、逆に NGO 側へ提案をするなど、率直な話し

合いが出来た。具体的には、今回のような情報共有や話し合いをする機会を定期的に作ることの重要性

を確認できた。NGO 相談員としては、東北地方における NGO や国際交流協会などの団体間の連携、JICA
との協働などについて情報共有をした。また、開発教育や国際理解教育の現状についても情報提供がで

きた。 
NGO・JICA 双方の参加者の質問や要望についても、NGO 相談員が関われる部分が多いことも確認で

きた。今後、国際協力推進員や各地の JICA センターとの連携、さらにこのような会議の場づくりに対し

ても、NGO 相談員が果たせる役割が多いことを強く感じた。 

    



「ポスト MDGs に関する全国 NGO 意見交換会（大阪）」における講演・照会対応 

出張サービス報告書 

 
実施団体：開発教育協会／DEAR 
日時：2013 年 2 月 2 日（土）13：30～16：30  
場所：たかつガーデン（大阪市天王寺区東高津町 7 番 11 号） 
事業名：「ポスト MDGs に関する全国 NGO 意見交換会（大阪）」 
主催団体：動く→動かす 

 

実施内容：講演・照会対応 
 国連や関係機関を中心に議論が進められているポスト MDGs 策定プロセスに対して、市民社会

での情報共有とそのプロセスへのインプットを目的として、グローバルにコンサルテーションが

進められている。日本においては動く→動かすがこのコンサルテーションを実施している。 
このたび、本コンサルテーションの一環として、全国各地の NGO を対象に意見交換会が実施さ

れ、12 団体から 20 名程が参加した。意見交換会では、ポスト MDGs 策定プロセスの現状や議論

となっている要点について情報提供を行なうとともに、参加団体からの質問・照会に対応した。

さらに、ポスト MDGs に対する意見収集のファシリテーションを実施した。 
 

所感および効果： 

東京以外に立地する NGO にとって、現在進行中のポスト MDGs に関わる議論の現状や策定プ

ロセスについては、情報に触れる機会がなかなかない。そのためか参加した NGO からは基本的

な情報についての質問が比較的多く出された。またそもそも、MDGs の対象課題や地域が自団体

と重ならず、MDGs 自体を自身の活動との関連で認識していない団体も複数あった。しかしなが

ら、ポスト MDGs に関する質問ややり取りの中でそれぞれの意識や意見を交わすことで、「市民

社会の理解をもっと得るには」「自団体の現場の受益者がより裨益するような開発目標とするには」

など、ポスト MDGs に自身も１アクターとして関わりを見いだせるようなあり方が議論され、参

加者がポスト MDGs や MDGs をより身近な課題として認識するようになったと感じた。 
実際には、リアルタイムの情報はどうしても東京など大都市に偏りがちになってしまう。しか

し適切な情報共有さえなされれば、国際協力に関わる団体として理解や認識が高まっていくこと

が確認できた。そのことから、こうした地域を超えた情報提供の場に、豊富な情報や広いネット

ワークを持つ NGO 相談員が果たせる役割があると感じた。 




